新潟県技術賞候補者調書様式２

	ふりがな
社名／氏名
	
生年月日（平・昭・大・明）    年    月    日生（    歳）

	住    所
	TEL　　　（　　　）　　　　
FAX　　　（　　　）　　　　
（担当者）

	職業又は所属
	役職名

	研究題目
	

	研究開始・終了の時期
	          年      月      日    ～            年      月      日

	１．研究の目的



２．研究の内容及びその成果





３．適用実績（県内実績）




４．研究成果の波及効果





５．その他





新潟県技術賞候補者調書記入例
	ふりがな
社名／氏名
	〔法人等で応募の場合はその名称を記入する。〕
生年月日（平・昭・大・明）    年    月    日生（    歳）
〔年齢は当年度の１１月３日現在の年齢を記入する。〕

	住    所
	〔法人等で応募の場合はその所在地を記入する。〕　 TEL　　　（　　　）　　　　
FAX　　　（　　　）　　　　
（担当者）
〔法人等で応募の場合は担当者名及びその部署を記入する。〕

	職業又は所属
	役職名

	研究題目
	〔研究内容がわかる簡潔なものとしてください。〕

	研究開始・終了の時期
	          年      月      日    ～            年      月      日
〔特に制約はありませんが、研究終了後１０年以内を一つの目安と考えて下さい。〕

	次の事項について簡潔に記載してください。
１．研究の目的
〔現状の問題点抽出、開発の動機、解決すべき課題について具体的に記入する。〕
２．研究の内容及びその成果
〇普遍性
技術の普及状況、技術の応用可能性、他社への技術供与の実績等について、数値をあげて記入する。
〇画期性
研究や開発された技術の新規性、独創性、従来技術との相違、克服した技術の難易度、品質・生産性等の向上やコスト削減等の成果について数値等をあげて具体的に記入する。産業財産権（特許、実用新案等）を申請した場合は、その申請取得状況を記入する。
３．適用実績（県内実績）
施工・生産・販売実績（数量・金額）等について、数値等をあげて具体的に記入する。 
また、県内実績を（　）で記入する。
４．研究成果の波及効果
　 　本研究が県産業および県民生活にどのように寄与したか、数値等をあげて具体的に記入する。
〇県内産業の振興
経営貢献度（売上、収益、市場シェア、企業ブランドの向上、コスト削減、生産性向上等）や協力企業への発注量、雇用の創出、他社への技術供与等を記入する。
〇県民福祉の向上
県民の安全性向上、環境負荷軽減、ライフスタイルの変革等の観点を記入する。
５．その他
　　　・　他からの評価、その他参考となる事項を記入する。
・　候補者が過去に技術賞を受賞したことがある場合は、年と研究題目を記入する。
・　推薦者所見等を記入する。




※全体を通じての注意事項
（１）氏名は、原則としてひとつの業績につき、最も功労のあった方１名を記載していただきますが、連名によることが不可避の場合は各々の役割分担等連名となる理由を明記してください。なお、研究会、研究グループによる応募は１名による応募と解釈していただいて結構です。
（２）研究の内容を示す資料があれば、縮小コピーを利用するなど、Ａ４版にまとめて添付して下さい。
（３）企業秘密に属する部分等、公開できない部分があれば、その旨明記して下さい。
（４）記述が不十分である等、再提出をお願いする場合がありますのでご了承ください。
（５）新潟県技術振興条例第３条による表彰要綱２の項に掲げる事項を満たしていないと判断した場合、書類を受理しない場合があります。
（６）県立試験研究機関、及び大学等教育研究機関の関係者は、対象外とします。
（７）受賞歴は問いませんが、過去に技術賞を受賞したことがある場合は「５．その他」に記載して下さい。
（８）数値の具体性: 「向上した」「削減した」という表現だけでなく、「〇％向上」「年間〇円のコスト減」など、客観的な数値を必ず盛り込んでください。

